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化学物質の性状に関連の強い労働災害の分析結果

※（ ）内は死亡者数
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化学物質の性状に関連の強い労働災害の分析結果

まとめ

⚫有害物との接触による労働災害（休業４日以上）は年400件

前後発生している。

⚫災害は化学工業に限らず、第三次産業や建設業など幅広い業

種で発生している。

⚫洗剤・洗浄剤、消毒・除菌・殺菌・漂白といった清掃作業に

関連すると考えられる物による災害が多い。

⇒清掃作業はどんな業種でも行う。

⚫どの業種でも眼、腕、足など化学物質に触れる手以外の部分

についての傷病がみられる。

⇒手袋以外の保護具を使用していないことが多い。
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皮膚等障害化学物質への直接接触の防止について

①健康障害を起こすおそれのあることが明らかな物質を製造し、又は取り扱う業務に従事する労働者

→ 不浸透性の保護衣、保護手袋、履物又は保護眼鏡等適切な保護具の使用：義務（令和６年４月１日～）

○皮膚等障害化学物質及び特別規則に基づく不浸透性の保護具等の使用義務物質リスト

化学物質による労働災害防止のための新たな規制について→対象物質の一覧参照
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000099121_00005.html

②健康障害を起こすおそれがないことが明らかなもの以外の物質を製造し、又は取り扱う業務に従事する労働者
（①の労働者を除く）
→ 保護眼鏡、保護衣、保護手袋又は履物等適切な保護具の使用：努力義務

皮膚等障害化学物質（令和５年８月４日時点）

皮膚刺激性有害物質 皮膚吸収性有害物質

国が公表するGHS分類の結果及び譲渡提供者より提供された
SDS等に記載された有害性情報のうち「皮膚腐食性・刺激性」、
「眼に対する重篤な損傷性・眼刺激性」及び「呼吸器感作性又
は皮膚感作性」のいずれかで区分１に分類されている物質

皮膚から吸収され、若しくは皮膚に侵入して健康障害を生ずる
おそれがあることが明らかな物質

868物質（おおむねCAS番号ベース） 296物質（通達上）
320物質（CAS番号ベース）

➢ 皮膚等障害化学物質を製造し、又は取り扱う業務に労働者を従事させる場合には、労働者に皮膚障害等

防止用保護具を使用させなければならない。
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皮膚等障害化学物質

※ 複数の裾切値に該当する場合には最も低い値が裾切値となる。

皮膚等障害化学物質の含有量の下限

種類
裾切値（重

量％）※

皮膚刺激性有害物質 １％

皮膚吸収性有害物質
（ただし、国が公表するＧＨＳ分類の結果において有害性区分が以下に
該当するものはそれぞれ右欄の値）

１％

生殖細胞変異原性区分１ ０．１％

発がん性区分１ ０．１％

生殖毒性区分１ ０．３％

皮膚等障害化学物質を含有する製剤について、労働安全衛生規則第594条の２が適用される皮膚等障害化学物

質の含有量の下限については、容器等へのラベル表示（労働安全衛生法第57条第１項）の裾切値の考え方を踏

まえて設定している。

皮膚等障害化学物質の含有量の下限
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皮膚障害等防止用保護具の選択マニュアル（R6.2月）

① 作業分類、作業時間により、使用可能な耐透過性クラスを選択
② 取り扱う物質に応じ、①の耐透過性クラスを満たす材質及び厚さを選択（混合物の場合は、全ての物質を考慮）
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参考

○化学物質の性状に関連の強い労働災害の分析結果

（令和６年６月27日（木）「第１回化学物質管理強調月間のスローガンを募集します」別紙）

https://www.mhlw.go.jp/content/11300000/001274157.pdf

○皮膚障害等防止用保護具選定マニュアル

https://www.mhlw.go.jp/content/11300000/001216985.pdf

・参考資料１：皮膚等障害化学物質及び特別規則に基づく不浸透性の保護具等の使用義務物質

リスト https://www.mhlw.go.jp/content/11300000/001216989.xlsx）

・参考資料２：耐透過性能一覧 https://www.mhlw.go.jp/content/11300000/001216987.xlsx）
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2021年4月1日

ご静聴ありがとうございました
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